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菊花展などの催しを開催

11月からの土曜日に

Dが"fflできます
仕事などの都合で平日に市役所等に来庁する

ことができない方の利便を図るため、11月から

の土曜日に、住民票の写しの交付、印鑑登録及

び同証明書の交付や市・都民税課税（非課税）

証明書の発行など一部の業務を市役所、七生支

所、豊田駅連絡所で行います。

またこれに合わせて、11月からの平日及び土
曜日に七生支所、豊田駅連絡所でも市・都民税

課税（非課税）証明書等の発行業務を行います。

詳細は本紙次号でお知らせします。

豊田駅連絡所は現在、業務時間を延長し午後

7時まで開いていますが、新サービス体制への

移行に伴い、11月 1日からは午前 8時30分～午

後 5時15分の業務となります。ご理解・ご協力

をお願いします。 （企画調整課）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索
に
続
き
、

10月
1
日

か
ら
は
予
約
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
図
書
館
専
用
の
ア
ド
レ
ス
に

変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ト
接
続
）
か
ら
、
本
や
雑
誌
の
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ス
ワ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
市
内
の
最
寄
り

の
図
書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
百

草
台
児
童
図
書
館
・
移
動
図
書
館
を
除

く）
。
申
し
込
み
の
時
に
は
、
現
在
お
使

い
の
利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

携
帯
電
話

(
E
z
w
e
b
、
i
モ
ー
ド
、

J
ス
カ
イ
）
か
ら
も
蔵
書
検
索
や
自
分
の

貸
出
状
況
が
調
べ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

予
約
申
込
と
そ
の
準
備
状
況
も
調
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
際
に
も
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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携
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本
日
か
ら
図
書
館
開
館
日
時
、
予
約
本

の
状
況
な
ど
を
電
話
で
お
答
え
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も

自
動
で
お
答
そ
し
ま
す
（
保
守
時
間
帯
を

除
く
）
。

電
話
自
動
応
答
用
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登
録

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
予
約
・
貸
出
中
の

資
料
名
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

準備のできている資料力‘ :
00図書館に

） 
0冊あります。

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ソ
コ
ン
か
ら
借
り
た
い

予
約
が
で
き
ま
す

携
帯
電
話
か
ら
も
検

予
約
が
で
き
ま
す

電
話
自
動
応
答
が

始
ま
り
ま
す

http:// 
~ww.lib.city. 
mno.tokyo.Jp 

▽
案
内
内
容

11
①
図
書
館
開
館
日
時
な
ど

の
案
内
②
予
約
本
の
準
備
状
況
③
今
借
り

て
い
る
本
の
冊
数
・
延
滞
数
な
ど

▽
電
話
番
号
1
1
5
8
1
.
7
3
5
4
※
ト
ー
ン

信
号
を
出
せ
る
電
話
機
か
ら
の
み
利
用
で

き
ま
す
。
音
声
ガ
イ
ド
に
し
た
が
っ
て
お

予
約
資
料
の
確
認
は

r
J

自
身
で

6
月
の
開
設
以
来
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
は

約
1
万
3
千

500
件
、
蔵
書
検
索
へ
は
約
1

万
8
千
件

(9
月
15
日
現
在
）
に
な
り
ま

し
た
。
蔵
書
検
索
以
外
に
図
書
館
の
各
種

案
内
や
情
報
入
手
に
便
利
な
他
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ヘ
の
リ
ン
ク
集
（
都
や
国
の
図
書

館
、
気
象
・
防
災
な
ど
）
も
設
け
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
内
に
設
置
し
て
い
る
蔵
書
検
索

用
バ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
蔵
書
検
索
の
ほ
か

に
、
貸
出
・

予
約
状
況
の
確
認
、

予
約
申

込
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
資
料
の
準
備
状
況
は
、

電
話
自
動

応
答
や
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

携
帯

電
話
、
館
内
の
蔵
書
検
索
用
パ
ソ
コ
ン
か

ら
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
「
準
備
が
で
き
ま
し
た
」
と
の

図
書
館
か
ら
の
連
絡
は
原
則
と
し
て
行
い

ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
調
べ
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

．

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1中
央
図書
館
(
〖
5
8
1
.

7
3
5
4
)
 

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
｝
｀

充
実
し
ま
し
た

進
み
く
だ
さ
い
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■土
地
を
公
売
し
ま
す

5
区
画
整
理

事
業
保
留
地
・
土
地
開
発
公
社
用
地

土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
の
保

留
地
と
、
日
野
市
士
地
開
発
公
社
用

地
を
抽
選
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
区
画
な
ど
詳
細
は
、
市
役
所

で
配
布
し
て
い
る
申
込
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
売
説
明
会
・
マ
イ
ホ
ー

ム
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
案
内
の
配
布
1
1
1
0
月
28
日
⑲

ま
で
、
保
留
地
は
市
役
所
3
階
区
画

整
理
第
1
課
、
公
社
用
地
は
同
4
階

管
財
課
内
日
野
市
土
地
開
発
公
社
事

務
局
で
配
布
※
土
曜

・
日
曜
日
は
区

画
整
理
第
1
課
で
配
布

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
18
日
細
S
2
8
日
⑲

午
前
9
時

S
午
後
4
時
に
、
保
留
地

は
区
画
整
理
第
1
課
で
、
公
社
用
地

は
同
公
社
事
務
局
で
受
け
付
け
※
土

曜
・
日
曜
日
は
区
画
整
理
第
1
課
で

受
け
付
け

▽
抽
選
日
時
・
会
場
1
1
1
0
月
30
日
困

午
前
10
時
か
ら
市
役
所
5
階
504
会
議

室
で
※
抽
選
の
翌
日
以
降
、
申
し
込

み
の
な
か
っ
た
区
画
と
契
約
辞
退
等

の
あ
っ
た
区
画
は
随
意
契
約
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ht

tp:
ミ
w
w
w
.hinoc
a
t
v
.ne.jp

＼
ー

hino,K¥)
に
も
詳
し
い
情
報
を

公
開
中

▽
公
売
説
明
会

・マ
イ
ホ
ー
ム
資
金

相
談
会
1
1
1
0
月
20
日
⑲
午
前
10
時
S

午
後
4
時
に
市
役
所
3
階
301
会
議
室

で
※
申
込
不
要

▽
問
合
せ
先
11
保
留
地
…
区
画
整
理

第
1
課
／
公
社
用
地
：
日
野
市
土
地

開
発
公
社
事
務
局
（
管
財
課
内
）

■平
成
15
年
度
5
1
7
年
度
物
品
買
入

れ
等
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付

平
成
15
年
度
S
1
7
年
度
に
日
野
市

が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
、
そ
の

他
の
契
約
の
競
争
入
札
参
加
資
格
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
工
事
の
請
負
、
設
計
、
測
量
、
地

質
調
査
に
つ
い
て
の
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
受
付
は
、
乎
成
15
年
1
月

こ
ろ
に
な
り
ま
す

■自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
は
、
万

一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
の
保
有
者
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
強
制
保
険
で
す
。

特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・

原
動
機
付
自
転
車
は
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自
賠

責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム

●「選べる学校制度」希望調査票提出状況
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▽
受
付
日
＂
業
者
名
の
頭
文
字
が
ア

・
カ
行
の
業
者
：
10
月
22
日
因
S
2
8

日
⑪
／
サ
・
タ
行
の
業
者
…
10
月
29

日

g
s
l
l月
5
日

g
／
ナ
S
ワ
行
の

業
者
：

11
月
6
日
困
S
1
2
日

g
※
い

ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

＜
 

▽
受
付
時
間
11
午
前
9
時
S
1
1
時
30

分
、
午
後
1
時

S
4時

▽
受
付
場
所
11
市
役
所
1
階
1
0
1
会
議

室▽
申
請
用
紙
11
日
野
市
独
自
様
式
※

市
役
所
1
階
売
店
で
販
売
中

▽
問
合
せ
先
11
管
財
課
契
約
係

■来
年
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
走
行

規
制
が
始
ま
り
ま
す

5
都
内
で

東
京
都
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の

排
出
ガ
ス
対
策
を
進
め
る
た
め
、
環

境
確
保
条
例
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

の
走
行
規
制
を
定
め
ま
し
た
。
規
制

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
開
始
時
期
11
平
成
15
年
10
月
1
日

▽
内
容
11
都
が
定
め
る
粒
子
状
物
質

の
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
都
内
走
行
を
禁
止

▽
対
象
地
域
11
都
内
全
域
※
島
し
ょ

部
は
除
く

▽
対
象
車
種
11
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、

冷
凍
冷
蔵
車
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ

サ
ー
車
など
※
乗
用
車
は
除
く

▽
猶
予
期
問
等
11
新
車
登
録
か
ら

7

年
間
。
ま
た
都
が
指
定
す
る
粒
子
状

物
質
減
少
装
置

(
D
P
F
等
）
を
装

着
し
た
場
合
は
走
行
可

▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
自
動
車
公
害

対
策
部
指
導
普
及
課

(
6
0
3
.
5
3
8

8
.
3
5
1
0
)
／
市
環
境
保
全
課

ペ
ー
ジ

(http:/＼
w
w
w.jibais

e
k
i
.
c
o
m
)
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
国
土
交
通
省
東
京
運

輸
支
局
輸
送
課
(
〖03
.
3
4
5
8
.

9
2
3
3
)
／
市
市
民
税
課
庶
務
係

●
戦
没
者
等
の
妻
・
父
母
等
に
特
別

給
付
金

5
該
当
者
は
手
続
き
を

「戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」…
第
17
回
ち
号
(180
万
円
）
、

第
10
回
れ
号
(120
万
円
）
／
「戦
没
者

の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」

•
•
•
第
1
9回
ほ
号
(
1
0
0

万
円
）
、
第16回

り
号

(90
万
円
）
、
第
14
回
か
号

(75
万

円
）
の
請
求
手
続
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。な
お
、
戦
没
者
の
子
及
び
兄
弟

姉
妹
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
社
会
係

●
高
年
齢
者
就
業
相
談

5
仕
事
を
お

探
し
の

55
歳
以
上
の
方
を
対
象

▽
日
時
1
1
1
0
月
22
日
因
午
後
1
時
30

分

S
4
時

▽
会
場
11
高
幡
図
書
館

▽
問
合
せ
先
11
八
王
子
高
年
齢
者
就

業
相
談
所

(
6
0
4
2
6
.
4
8
.
o

4
8
0
)
／
市
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係

●

「
選
べ
る
学
校
制
度
」
希
望
調
査

票
の
提
出
状
況

来
年
春
入
学
分
の
「選
べ
る
学
校

制
度
」
希
望
調
査
票
の
提
出
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
(
9
月
1
3
日
現

在
。潤
徳
小
・
三
沢
中
の
増
、
一
小
・
四

小・

一
中
の
減
は
万
願
寺
区
画
整
理

地
内
の
調
整
区
域
を
含
ん
で
い
ま

す
）
。
今
後
、
私
立
校
入
学
、
転
出
入
等

で
入
学
予
定
者
数
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。

生年ー新の4
 

丘が夢▲
 

な
お
、
再
変
更
は

11
月
29
日
⑲
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

●
就
学
時
健
康
診
断

5
受
診
日
時
を

通
知
し
ま
し
た

来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
（
平
成
8
年
4
月
2
日

S
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の

健
康
診
断
を
今
月
中
旬
か
ら
行
い
ま

す
。
対
象
者
の
保
護
者
に
、
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な

い
場
合
は
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
日
時
に
都
合
の
悪
い

方
は
、
他
の
学
校
や
整
理
日
で
も
受

診
で
き
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■環
境
家
計
簿
モ
ニ
タ
ー

今
、
私
た
ち
は
地
球
温
暖
化
と
い

う
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
温
暖
化
の
進
行
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
環
境
家
計
簿

を
つ
け
て
「
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
」
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容
1
1
1
0
月・

11
月
の

2
カ
月
分
、

家
庭
で
の
電
気
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量

・
ご
み
排
出
量
を
記
録

▽
対
象
11
市
内
在
住
の
方

▽
募
集
世
帯
数
11
先
着
100
世
帯

叉
申
込
み
1
1
1
0
月
31
日
困
ま
で
に
環

境
保
全
課
ヘ

■市
健
康
課
産
休
代
替
職
員

玄
勤
務
期
間
11
来
年
3
月
31
日
⑪
ま

で芝
資
格
11
保
健
師
ま
た
は
助
産
師

ヱ
募
集
人
数
1
1
1
人

空
応
募
方
法
11
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

及
び
資
格
証
の
写
し
を
、
〒
1
9
1ー

0

0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
日
野
市
健
康
課

(6
5
8
1
.
4
1
1
1
)
へ
郵
送
か
持
参

■温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用
券
を
国

保
加
入
者
に
配
布

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者

に
、
保
健
施
殷
「
温
泉
セ
ン
タ
ー
」
の

割
引
利
用
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
通
年
で
割
引
券
の
利
用
が

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
2
階
保

険
年
金
課
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連

絡
所
の
い
ず
れ
か
に
保
険
証
を
持
参

し
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
施
設

・
実
施
期
間
11
①
檜
原

温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の
湯
」
・
・
・
来

年
3
月
31
日
⑲
ま
で
の
午
前
10
時

S

午
後
10
時
※

12
月
S

3
月
は
午
後
7

時
ま
で
。

12
月
24
日

g
ー
30
日
⑲
は

休
館
。
毎
週
月
曜
日
定
休
（
月
曜
日

1
7
-
8
-
2
6
-
2
6
-
1
0
-
4
-
6
-
9
-
6
-
9
-
0
-
7
-
1
-
4
-
0
-
1
-
7
-
4
-
2
-
2
6
-
1
6
-
1
9
-
4
-
1
-
6
-
1
1
-
3
 

5
-
1
2
-
l
-
3
-
1
1
-
5
-
4
4
-
2
-
1
3
-
0
-
0
-
3
-
1
1
-
o
-
o
-
2
2
-
1
1
-
3
-
1
-
9
-
1
0
-
4
-
7
-
1
3
-
3
0
-
3
-
1
0
 

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
②
奥
多
摩

温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」
…
来
年
3
月

31
日
⑲
ま
で
の
午
前
9
時
30
分
S
午

後
9
時
30
分
※

12
月
S

2
月
は
午
後

7
時
ま
で
。
毎
週
月
曜
日
定
休
（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
。
年

末
年
始
の
休
館
日
は
未
定

▽
対
象
11
国
保
加
入
者

▽
定
員
11
先
着
700
人
※

1
人
1
枚
°'

1
枚
で
3
人
ま
で
利
用
可

孟
費
用
．11
中
学
生
以
上
…

400
円
、
小

学
生
：

200
円
、
未
就
学
児
は
無
料
※

超
過
料
金
は
中
学
生
以
上
の
み

1
時

間
毎
に

200
円
。
「
も
え
ぎ
の
湯
」
は
別

途
入
湯
税

(12
歳
以
上

1
人
に
つ
き

50
円
）
が
か
か
り
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
給
付
係

■教
育
委
員
会
第
7
回
定
例
会

10
月
10
日
に
開
か
れ
、
次
の
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11
日
野
市
教
育

委
員
会
公
印
規
程
の

一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定
ほ
か
2
件

▽
報
告
事
項
11
「選
べ
る
学
校
制
度
」

希
望
調
査
中
間
集
計
ほ
か

2
件

※
次
の
定
例
会
は
、

11
月
14
日
困
に

開
催
の
予
定
で
す

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■市
長
の
動
き
（
9
月
後
半
）

▽
18
日
11
日
野
防
犯
協
会
50
周
年
記

念
式
典
（
高
幡
不
動
尊
）
に
挨
拶
、

市
議
会
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

に
出
席
▽

1
9
S
2
0
日
11
市
議
会
一
般

会
計
決
算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽

24

日
11
市
議
会
特
別
会
計
決
算
特
別
委

員
会
に
出
席
▽

25
日
11
上
海
市
農
業

研
修
生
表
敬
訪
問
（
庁
内
）
、
特
別
土

地
保
有
税
審
議
会
（
庁
内
）
に
挨
拶
、

日
野
市
福
祉
事
業
団
理
事
会
（
庁
内
）

に
出
席
▽

27
日
11
市
議
会
本
会
議

（
審
査
報
告
、
議
案
上
程
、
請
願
上

程
）
に
出
席

子
ど
も
の
性
格
が
急
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た

◎
積
栖
的
な
子
だ
っ
た
の
に
、
急

に
挨
拶
も
し
な
い
消
極
的
な
子
に
な

r

l
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

奈
良
＿
陽
太
く
ん

（
な
ら
・
ひ
な

た
。
平
成
1
3
年
10
月
1
日
午
後
2

時
38
分
生
ま
れ
。
父
・
俊
也
さ
ん
、

母
・
陽
美
さ
ん
。
日
野
本
町
在

住）
生
ま
れ
た
時
は
、
小
さ
め
だ
っ

た
の
に
今
で
は
ガ
ッ
チ
リ
体
型
。

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
配
で
す
。

囚

自
分
の
欲
求
を
押
し
通
そ
う
と

し
て
頑
張
っ
た
り
、
何
で
も
嫌
と
だ

だ
を
こ
ね
る
一
方
、
今
ま
で
平
気
だ

っ
た
場
所
や
良
く
知
っ
て
い
る
人
に

対
し
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
し
ま
う
な
ど

の
変
化
が
2
S
3
歳
の
こ
ろ
に
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。

自
己
中
心
だ
っ
た
乳
児
期
か
ら
脱

皮
す
る
た
め
に
乗
り
越
え
る
大
き
な

節
目
な
の
で
す
が
、
質
問
の
よ
う
な

事
が
突
然
起
き
る
の
で
戸
惑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
相
手
と
ど
の
よ
う
に
付

き
合
う
か
を
考
え
な
が
ら
、
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
大
切
な
時
期
で
す
。

「
ど
う
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
の
？

！
」
な
ど
と
責
め
な
い
で
、
親
は
普

段
ど
お
り
元
気
良
く
挨
拶
し
て
手
本

を
示
す
く
ら
い
の
気
持
ち
で
い
ま
し

ょ
う
。「

乳
幼
児
の
社
会
性
の
発
達
」
を
テ

ー
マ
に
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
詳

細
は
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
東
部
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

6
5
8
6
.
1
1
7
1
)
 

市
民
参
画
で
動
き
出
し
た
建
設
準
備

市
で
は
、
（
仮
称
）
日
野
市
立
総
合

体
育
館
を
建
設
す
る
準
備
を
市
民
参

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
本
紙
で
報

告
し
て
い
き
ま
す
（
不
定
期
）
。

市
で
は
ま
ず
、
建
設
に
向
け
て
準

備
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
野
市
都
市
計
画
公
園
第
4
.

4
.
1
号
仲
田
公
園
（
市
民
の
森
ス

ポ
ー
ツ
公
園
周
辺
）
を
候
補
地
と
し

ま
し
た
。

音
楽
好
き
で
コ
ン
サ
ー
ト
の
ビ
デ

オ
で
ノ
リ
ノ
リ
で
す
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き

な

一
陽
太
く
ん
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
7
干650
平
方
認
、

体
育
館
の
建
築
面
積
は
約
4
千
600
平

方
店
、
延
床
面
積
は
約
1
万
平
方
店

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

体
育
館
の
施
設
や
運
営
・
管
理
の

内
容
に
つ
い
て
、

一
般
公
募
市
民
を

含
む
「
（
仮
称
）
日
野
市
立
総
合
体
育

館
施
設
内
容
市
民
検
討
委
員
会
」
と
、

市
職
員
で
構
成
す
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し
ま
す
。
建
設

の
手
法
は
、
「
P
F
I
事
業
」
の
導
入

を
検
討
中
。
こ
れ
は
、
建
設
や
事
業

運
営
に
つ
い
て
、
民
間
企
業
が
そ
の

経
営
能
力
や
技
術
的
能
力
を
発
揮
し

て
設
計
か
ら
建
設
・
運
営
管
理
ま
で

を

一
括
し
て
行
う
新
し
い
手
法
で

す。▼
「
（
仮
称
）
日
野
市
立
総
合
体
育
館

施
設
内
容
市
民
検
討
委
員
会
」
の
活

動
状
況

釦員委討検回ー第（
 

オァデイアの

ビ
雪

に
i

▽
8
月
10
日
11
総
合
体
育
館
建
設
予

定
地
視
察
▽

29
日
11
立
地
条
件
に
お

け
る
法
的
制
限
整
理
及
び
法
的
前
提

条
件
を
検
討
▽

9
月
21
日
11
想
定
し

て
い
る
体
育
館
と
同
規
模
の
寒
川
総

合
体
育
館
（
神
奈
川
県
寒
川
町
）
を

視
察

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
企
画
調
整
課
）

゜
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■剪
定
枝
の
拠
点
収
集

(
1
1
月）

剪
定
枝
・
葉
の
み
を
別
表
の
拠
点

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
剪
定

枝
は
、
可
燃
ご
み
収
集
日
に

2
束
ま

で
試
験
的
に
戸
別
収
集
し
て
い
ま

す。

1
束
の
長
さ

50
岱
以
内
・

1
束

の
太
さ

30
令
以
内
、

1
本
の
枝
の
太

さ
は

5
令
以
内
で
す
。
事
業
所
で
出

た
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

Z
搬
出
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
1
・

最
近
、
収
集
日
で
な
い
日
に
収
集

拠
点
に
搬
出
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
近
隣
の
方
の
ご
迷
惑
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
知
ら
せ
し
て
い
る
日

時
に
拠
点
へ
お
持
ち
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)
 

■精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入

居
者
募
集

精
神
障
害
を
お
持
ち
で
回
復
途
上

に
あ
る
方
を
対
象
に
、
生
活
の
場
を

提
供
し
、
日
常
生
活
を
援
助
し
な
が

ら
自
立
を
促
す
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
「
ヴ
ィ
レ

ッ
ヂ
た
ん
ぽ
ぽ
」
（
高

幡
不
動
駅
徒
歩
10
分
）
を
開
設
し
ま

す
。
居
室
は

1
人
1
室
と
独
立
し
て

い
ま
す
。
食
事
や
日
常
生
活
は
、
原

則
と
し
て
入
居
者
自
身
で
行
っ
て
い

ル鎮
た
だ
き
ま
す
。

▽
入
居
対
象
者
11
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
市
内
在
住
者
①
日
常
生
活
に
必

要
な
収
入
が
あ
る
②

一
定
程
度
の
自

活
能
力
が
あ
り
将
来
的
に
自
立
の
見

込
み
が
あ
る
③
単
身
ま
た
は
家
族
で

の
生
活
が
困
難
あ
る
い
は
適
当
で
な

い
④
通
院
医
療
を
継
続
中

＞
定
員
I
r
5
人

マ
入
居
開
始
時
期
1
1
1
1
月
予
定

▽
入
居
者
負
担
11
入
居
時
一
時
金

（
敷
金
等
）
と
施
設
が
定
め
る
毎
月

の
共
通
経
費
や
個
人
に
係
る
実
費
分

※
入
居
受
け
入
れ
の
可
否
は
入
居
等

協
議
会
で
決
定
し
、
本
人
に
通
知

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
2
5
日
絢
（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
書
（
市
役
所
2

階
障
害
福
祉
課
に
あ
り
）
に
主
治
医

の
意
見
書

・
紹
介
状
を
添
え
て
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市
役
所
障
害
福

祉
課
援
護
係
へ

●

「
支
援
費
支
給
制
度
」

5
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
等
の
申
請
は

11
月
1
日
か
ら

来
年
4
月
か
ら
始
ま
る
障
害
者
向

け
の
新
し
い
支
援
費
支
給
制
度
の
う

ち
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
受
付
を

11
月
1
日
絢
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
身
体
障
害
者
関
係
11
居
宅
介
護
等

事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
短
期
入
所
事

業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

▽
知
的
障
害
者
関
係
11
居
宅
介
護
等

事
業
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
短
期
入
所
事

業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
、
地
域
生
活

援
助
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▽
障
害
児
関
係
11
居
宅
介
渡
等
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
短
期
入
所
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

※
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
申
請
は
、

す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
障
害
福
祉
課
援
護
係

■介
護
保
険
の
新
規
事
業
者
を
紹
介

新
し
く
指
定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
内
容
・
事
業
者
名
11
居
宅
介
護
支

援
：
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ん
じ
ん

・
南
平
（
南
平
4
の
5
の
3
ド
ウ
エ

ル
日
南

l
階
6
5
9
9
.
3
5
5
1
)
／

通
所
介
護
…
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

1

あ
い
•
あ
い
（
神
明
3

の
7

の
1
9

●乳がん検診実施医療機関

あづま医院

梅木医院

江渕医院

大川産婦人科医院

小松医院

佐々木クリニック

多摩平小児科

長谷クリニック

堀田診療所

八木医院

渡辺医院

虚白堂医院

小林医院

橋本クリニック

内田外科・皮膚科

加来産婦人科

塩谷医院

日野台診療所

581-0548 

581-0477 

581-0475 

586-1061 

581-0474 

585-2591 

584-6002 

584-6116 

581-3035 

585-0371 

581-1324 

589-lm 

581-0433 

586-7725 

584-1313 

581-5230 

581-0158 

581-6175 

高品クリニック 583-7822 

花輪病院 582-0061 

松浦医院 581-0463 

山本クリニック 584-5633 

池田医院 591-2848 

石川クリニック 593-8113 

高幡駅前川崎クリニック 599-0036 

森久保内科クリニック 594-6778 

中川クリニック 594-0313 

福岡医院 591-3600 

寺田医院 591-2852 

土方クリニック 587-7171 

三沢台診療所 592-0466 

加藤医院 591-7578 

みやもと小児科医院 591-1312 

高幡診療所 591-3371 

京王平山クリニック 592-5111 

※受付時間等は、各医療機関に直接問い合わせを

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ポ

1
階
E
館
北
ff

5
8
5
.
2
3
0
1
)
 

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
在
宅
サ

ー
ビ
ス
係

●
日
野
市
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
苦
情
・
相
談
日

▽
日
時
1
1
1
1
月
8
日
細
・

14
日
困
．

22
日
画
・

28
日
困
午
前
9
時

S
花
午

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
福
祉
オ
ン
ブ

ズ
パ
ー
ソ
ン
室

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡
を

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ

ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
担
当

■乳
が
ん
検
診

▽
対
象
11
市
内
在
住
の
女
性
で
、
昭

和
4
7
年
4
月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
（
今
年
4
月
1
日
現
在
30
歳
以
上

の
方
）

▽
受
診
方
法
1
1
1
1
月
1
日
画
s
3
0
日

①
に
左
表
の
指
定
医
療
機
関
で
直
接

受
診
を

叉
内
容
11
視
診
及
び
触
診

孟
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

.
1
1
1
-

る妊
れ①だ-▽ ●肺がん検診日

し今対
② 娠 、
肺中

仄年象
のま

の 4 11 

病た
方月市

気は
は 1 内

盃と霞い院いで-の
治る
療と

]の 40
方歳

中思せ 。以
ゎ令た上時間＝午前の部9: 00~ 11 : 00 午後の部13:00~16: 00 

■肺
が
ん
検
診
．
喀
た
ん
検
査

▽
日
時
・
会
場
11
左
表
の
と
お
り

▽
喀
た
ん
検
査
方
法
11
肺ヽ
が
ん
検
診

日
に
渡
さ
れ
た
容
器
で
喀
た
ん
を
後

日
提
出

▽
定
員
11570
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

▽
持
ち
物
11
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
当
日
交
付
）
、
当
選
ハ
ガ

キ

(
1
1
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
）

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
23
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

通
）
で
。
往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
年
齢

(
4
月
1
日
現
在
）
、
性
別
、
電
話
番

号
、
第
3
希
望
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
記

号
（
希
望
が
な
い
場
合
は
「
希
望
日

な
し
」
と
記
入
）
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒

191|

0
0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
日
野
市
健
康

課
肺
が
ん
係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)
へ

■シ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
日
時
1
1
1
0
月
22
日
因
午
前
10
時

S

正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
栄
養
士
の
話
と
実
習
、
魚

の
味
噌
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き
等
の
試
食

▽
対
象
11
嵩
齢
者
健
診
の
結
果
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
内
容

を
学
び
た
い

65
歳
以
上
の
方

▽
定
員
11
先
着
24
人

▽
費
用

、"300
円
※
当
日
徴
収

▽
持
ち
物
11

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
き

ん
、
お
手
ふ
き
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用

具▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■成
人
歯
科
予
防
教
室

▽
日
時
1
1
1
1
月
26
日
因
午
後
1
時
20

分
S

3
時
※
市
が
時
間
を
指
定
。
検

診
時
間
は
約
40
分
間

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
4
0
歳
以
上
の
市
民
※
総
義

歯
で
な
い
方

▽
定
員
1
1
4
0
人

▽
申
込
み
1
1
1
0
月
31
日
困
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信

用
衷
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒

191ー

0
0
1
1
日

野
本
町
1
の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
日
野
市
健
康
課
歯
科
予
防

教
室
係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

| 10月後期休 日 診 療 医］
＇ 診病時間 9: 00----12 : 00 13 : DO-~ 17 : OD 。
多鼠平整形外科麻酔科（屋翻） 牛尾医院（児・内科）

多摩平5-4-3ft584-6806 平山6-5-l 3 ft59 l -200 l ロロ｀ 平山城址ム園駅

⑮ 
小松医院（内・児・胃放科） 京王平山クリニック（外・内科）

多摩平4-9-l n581-0474 平山2-37-8ff592-5 l l 1 

至
八
王
子

一日野本町1-7-2ff584-l 66 l 
土曜日曜日、祝日

l 9:30~22:30（受け付けは22:20まで）

至立川駅

一高幡308-l ttllill594-21 1 1 
日曜日、祝日

9:00~12:00、13:00~l 7:00 
（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅 ¢l至新井橋

■離
乳
食
教
室

▽
日
時
1
1
1
1
月
8
日
画
午
前
10
時

S

11
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め

方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

-
>
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
お

お
む
ね
今
年
6
月
生
ま
れ
）
と
保
護

者
※
保
設
者
の
み
の
参
加
も
可

▽
持
ち
物
＂
筆
記
用
具
、
母
子
手
帳

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■保
育
園
の
受
け
入
れ
人
数
を
変
更

512月
1
日
入
園
希
望
分

次
の
保
育
園
で
は
、

12
月
1
日
の

入
園
希
望
分
受
け
入
れ
可
能
人
数
を

増
や
す
予
定
で
す
。

▽
受
け
入
れ
園
名
・
対
象
11
つ
く
し

ん
ぽ
保
育
園
…
0
歳
児
1
人

▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
保
育
係

救急病院10月後期宿日直予定表
16 I 17 I 18 I 19 
（水） （木） （金） （土）

内小内 i).)

児
内小

児

科科科科

整外 ◇ J
形 皮皮

外 膚膚

科科科科

至
八
王
子

至
八
王
子
駅

日

市立病院
ff581-2677 

花輪病院
ff582-006 l ~ 2 

15
図

一

小

児

科

＿

脳

神

経

外

科

科
一
外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

産

◇・・昼 J夜
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター（日野消防署ff581-0119)へ問い合わせを

21 I 22 I 23 I 24 I 25 I 26 、 : 28I 29 I 30 I 31 
（月） （火） （水） （木） （金） （土） 、 （月） （火） （水） （木）

内 な)‘内小内小 ．： 内小内小

児児
内小； → 

児 児 児

科科科科科科 ‘い念 科科科科

脳外整泌 ◇ J 、 I外整眼外
: 形尿外外 ； 形

外 外器 ＇ 外
科科科科科科，今， 科科

婦人科

科
一
眼

科

■東
京
都
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
精
密
検
診

束
京
都
で
は
、
市
が
実
施
し
た
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
、
陽
性

の
結
果
の
方
を
対
象
に
、
精
密
検
診

の
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

▽
受
診
期
間

u
来
年
3
月
31
日
⑪
ま

で

，

▽
内
容
11
東
京
都
と
契
約
し
た
医
療

機
関
で
検
診
を
。
初
回
に
限
り
自
己

負
担
相
当
額
を
都
が
負
担
※
生
活
保

護
の
対
象
者
を
除
く

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
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科
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外

科

外

科

内

科

内

科

内
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科 科

外

科

内

外

科
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科

内
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第1049号平成14年10月15日 特集 第1049号平成14年10月15日

自転車は、とても便利な乗り物です。反面、所構わす放置されている自転

車に困っている方も大勢います。「ちょっとだけ」という軽い気持ちで置かれ

た自転車を片付けるのに膨大な税金と人手がかかっています。マナーを守っ

て自転車を放置しない・放置させないまちにしましょう。

”胃胃；
●
日
野
択

臨時駐輪場 京王線

園

至
高
幡
不
動
駅

●
百
草
園
駅至

聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅

匡 国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む

20
歳

か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
外
同

籍
の
方
も
加
入
し
て
い
ま
す
）
。
加
入

手
続
き
を
し
な
い
と
年
金
を
受
け
る
の

に
最
低
必
要
な
資
格
期
間

(25
年
）
を

満
た
せ
な
い
た
め
、
国
民
年
金
だ
け
で

な
く
厚
生
年
金
等
が
受
給
で
き
な
か
っ

た
り
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
な
ど
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。

職
業
に
よ
っ
て
次
の

3
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

①
第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
、

農
業
、
学
生
、

e
 

無

職

の

人

、

＼

勤
め
て
い
て

L
6
)

．．
 

も
厚
生
年
金

に
加
入
し
て

い
0
ぃ
方
な

f

自
分
で
手

続
き
を
し
て
、

自
分
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
（
会
社
等

を
退
職
し
た
方
は
年
金
手
帳
•
印
鑑
·

離
職
票
等
を
持
参
し
て
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
）。

②
第
2
号
被
保
険
者

汀
二
｀
 

に
加
入
し
て

い
る
会
社
貝

や
公
務
貝
な

ど

。

‘

（ヽ

b二

手
統
き
と

保
険
料
の
納

付
は
本
人
に

代
わ
っ
て
事

業
主
が
行
い
ま
す
。

③
第
3
号
被
保
険
者

第
2
号
被

保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い

る
妻
ま
た
は

夫。
保
険
料
は

配
偶
者
が
加

入
し
て
い
る

年
金
制
度
が

納
め
ま
す
。

今
年
4
月
か
ら
届
け
出
は
配
偶
者
の

勤
務
先
を
経
由
し
、
社
会
保
険
事
務
所

に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
配
偶
者
（
第
2
号
被
保
険

者
）
が
会
社
を
退
職
し
た
時
、
ま
た
は

本
人
の
収
入
増
等
に
よ
り
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
時
は
、
第

1
号
被
保
険
者
に
変

わ
り
ま
す
。
配
偶
者
の
退
職
日
の
分
か

る
も
の
ま
た
は
扶
養
か
ら
外
れ
た
日
の

分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
四
絃負
忍
；
：
一
鯰

加
入
（
任
意
加
入
W

で
き
る
方
”ふ

60
歳
ま
で
に
年
金
を
受
け
る
資
格
期

問

(25
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
、
ま

た
は

20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
海
外
に
住

む
日
本
人
の
方
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民

年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、

65
歳
の
時
点
で
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
方
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
国
民
年

金
に
加
入
で
き
ま
す
（
た
だ
し
昭
和
30

年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
に
限
り

ま
す
）
。

保
険
料
の
額
は
、
だ
れ
で
も
同
じ

で
、
平
成

14
年
度
は

1
カ
月
1
万
3
千

300
円
で
す
。
保
険
料
は
、
あ
ら
か
じ
め

6
カ
月
分
、

1
年
分
で
前
納
で
き
ま

す
。
6
カ
月
分
を
前
納
す
る
と

650
円、

1
年
分
前
納
す
る
と

2
千
830
円
の
割
引

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
年
金
を
多
く
受
け
た
い

方
は
、

1
カ
月
400
円
の
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
方
法
に
は
、
次
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
口
座
振
替

簡
単
な
手
続
き
で
、
預
貯
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
も
な
く
手
間
が

省
け
大
変
便
利
で
す
。

②
納
付
書
に
よ
る
納
付

国
（
社
会
保
険
庁
）
が
発
行
す
る
納
付

書
で
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵

便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

4
月
か

ら
市
役
所
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

、。
¥
v
 

保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
難
し
い

と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
年
の
所

得
に
基
づ
き
「
全
額
免
除
」
と
「
半
額

免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
免
除
の
承
認
を
受
け
る
と

①
免
除
承
認
期
間
は
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

②
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算

は
、
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は

全
額
納
め
た
場
合
の

3
分
の

1

に
、
半
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は

3
分
の

2
に
な
り
ま
す

③
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

10

年
以
内
で
あ
れ
ば
免
除
さ
れ
た

保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
免
除
の
承
認
期
間

免
除
の
対
象
に
な
る
月
は
、

申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら

で
す
。
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。
平
成

15
年
度
か
ら
は
、
免

除
の
承
認
期
間
が
7
月
＼
翌
年

6
月
に
変
わ
り
ま
す
。
免
除
申

請
は

7
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

承
認
さ
れ
る
前
の
期
間
に
納
付

も
れ
が
あ
る
と
未
納
期
間
に
な

り
ま
す
。

▼
免
除
の
特
例

昨
年
度
及
び
今
年
度
会
社
を

退
職
し
た
方
で
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
受
給
資
格
者
証
、
一
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
者
証
及
び

離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定

通
知
書
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
免

除
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

学
生
の
方
に
は
、
本
人
の
所

得
が

68
万
円
（
年
収
133
万
円
）

以
下
の
場
合
、
申
請
す
れ
ば
在

て
老
齢
碁
礎
年
金

65
歳
に
な
っ
た
ら
、
老
齢
基
礎
年
金

60
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

平
成
認
年
度
、
放
置
自
転
車
対
策

で
か
か
っ
た
費
用
は
次
の
と
お
り
で

す
（
数
字
は
平
成
13
年
度
決
莫
額
）
。

▽
放
狸
自
転
車
の
撤
去
、
保
管
及
び

処
分
ほ
か
に

学
期
間
中
の
保
険
料
を
卒
業
後
に
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
請
は

毎
年
度
行
う
必
要
が
あ
り
、
申
請
の
前

月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
夜
間
部
、

定
時
制
課
程
及
び
通
信
課
程
の
学
生
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
年
金
手
帳
、
学

生
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
保
険
年
金
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
c

金
は
原
則
と
し
て

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
が
、

60
歳
s
7
0
歳
で
も
受
け
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

65
歳
未
満
で
受
け
る
こ
と
を
「
繰
り

上
げ
受
給
」
、

66
歳
以
上
で
受
け
る
こ

と
を
「
繰
り
下
げ
受
給
」
と
い
い
、

65

歳
か
ら
受
け
る
本
来
の
年
金
額
よ
り
も

減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け

▽
駐
輪
場
の
案
内
・
誘
浮
、
駅
前
放

置
自
転
車
整
理
等
に

2
千
589
万
5
千
67
円

●
高
幡
不
動
駅

●
程
久
保
駅

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
度
受
け
取
り
を
開
始
し

た
年
金
の
減
額
・
増
額
の
割
合
は
生
涯

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
付
加
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
前
記
と
同
率
の
減

額
・
増
額
が
あ
り
ま
す
（
表
1
)
。

な
お
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
は
原
則
と

し
て
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

60

歳
i
6
5
歳
の
間
に
、
他
の
年
金
の
受
給

資
格
が
で
き
た
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
の

選
択
と
な
り
ま
す
。

※
昭
和
16
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
、
繰
り
上
げ
ま
た
は
繰
り
下
げ

の
ど
ち
ら
を
申
請
し
た
場
合
で
も
、
改

正
前
の
率
が
適
用
さ
れ
ま
す

最
低
25
年
以
上
の
納
付
が
必
要

保
険
料
を
納
め
た
月
数
と
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

月
数
及
び
合
算
対
象
期
間
（
カ
ラ
期
間

等
）
を
合
わ
せ
て

25
年
以
上
あ
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
カ
ラ
期
間
等
11
次
の
と
お
り

①
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
中
の

方
の
配
偶
者
が
昭
和

36
年
4
月
S
昭
和

61
年

3
月
の
間
で
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
な
か
っ
た
期
間

②
平
成

3
年

3
月
以
前
に

20
歳
以
上
の

学
生
が
任
意
加
人
し
な
か
っ
た
期
間

③
昭
和
36
年
4
月
以
後
、
厚
生
年
金
等

の
脱
退
手
当
金
を
受
け
た
期
問

④
昭
和
36
年
4
月
以
後
の
海
外
居
住
期

間

(20
歳
以
上

60
歳
未
満
）

⑤
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
（
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
）

▽
年
合
額
11
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
者
の

生
年
月
日
に
応
じ

て
、
加
人
可
能
年
数

（表
2
)
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
保
険
料

の
未
納
が
な
け
れ
ば

年
金
額
は

80
万
4
千

200
円
（
平
成
14
年
度
）

と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
未
納
期
間
ま
た

は
保
険
料
免
除
期
間

が
あ
る
場
合
に
は
、

下
記
の
式
（
表
3
)

で
計
算
し
た
額
に
な

り
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
人
中

に
初
診
日
の
あ
る
病

気
や
け
が
で
障
害
者

に
な
り
、
障
害
の
状

合
計
で

4
千
178
万
4
千
357
円

こ
の
金
額
は
マ
イ
ホ
ー
ム

1
軒
分

と
同
じ
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
れ
ば
、
使
う

必
要
の
な
い
お
金
で
す
。

至
多
摩
動
物
公
園
駅

●
万
願
寺
駅

態
が
国
の
定
め
る

1
級
か

2
級
に
該
当

し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
加
入
期
間
の
う
ち
、
初
診
日
の
前

々
月
ま
で
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
学
生
納
付
特

例
を
受
け
た
月
数
を
合
わ
せ
た
期
間
が

3
分
の

2
以
上
あ
る
か
、
直
近
の

1
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必

要
で
す
（
納
付
要
件
）
。

な
お
、

20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が

あ
る
病
気
や
け
が
が
原
因
で
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

20
歳
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
年
金
額
11
1
級
の
場
合
は

100
万
5
千

300
円、

2
級
の
場
合
は
80
万

4
千
200
円

（
子
の
加
算
あ
り
）

マ
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
る
方
や
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
方

（
日
本
に
住
所
の
あ
る

60
歳
s
6
5
歳
未

満
）
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
、
そ
の
人

の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

子
に
つ
い
て
は
、

18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
子
か
、
ま
た
は

20
歳
未
満
で
障
害

の
あ
る
子
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
墓
礎
年
金
と
同
じ

「
納
付
要
件
」
を
満
た
す
こ
と
が
支
給

の
条
件
と
な
り
ま
す
。

▽
年
金
額
11
子
が

1
人
あ
る
妻
…

103
万

5
T
6
0
0
円
／
子
1
人
が
受
け
る
場
合
：
・

80
万
4
T
2
0
0
円
（
子
2
人
以
上
は
加
算

あ
り
）

●
甲
州
街
道
駅至

万
.
寺
駅

至
柴
崎
体
育
館
駅

民
南第4駐

南第2駐輔場（有）‘ /躙遭 ●饂

南第3駐m（有料） 肛 i 
至多庫

翌覆久属駅 艶物公麟駅

※仁二］が自転車等放置禁止区域

「輯珊のさ利用を―-ml
市内の駅周辺には、駐輪場が案内図の

とおり設置されています。もし、満車の

ため予定していた駐輪場が利用できない

場合は、他の駐輪場をご利用ください。

なお、市の駐輪場は、自転車・原動機

付自転車 (50cc未満）用ですので、大き

いバイクはご遠慮ください。

1
千
588
万
9
千
290
円

1
年
間
で
4
千
万

金
で
自
転
車
撤
去

•• 

あなたの自転車がみんなの

迷惑に
・歩道をふさぎ、歩行者の邪魔に

なります。特に障害のある方や

お年寄りの方にはとても危険で

す。

・災害時の避難や、消防車の消火

活動のさまたげとなります。

•スムーズな車の通行をさまた

げ、渋滞をまねきます。

•駅前を雑然とさせ、街の美しさ

を損ないます。

受
付
時
間
：
：
月
曜
1
土
曜
日
の
午
前
9

時
1
正
午
｀
午
後
1
時
1
4
時
※
祝
日

と
12
月
29
日
5
1月
3
日
を
除
く

管
理
課
交
通
安
全
係

至
立
JII

ン心

（高凍道格寓架下）

撤去された自転車等は｀
保管湯所でお渡しします

放
置
自
転
車
等
は
撤
去
し
ま
す

市
で
は
放
置
自
転
車
を
減
ら
す
た
め

に
、
法
律
と
条
例
に
基
づ
い
て
、
自
転

車
等
放
置
禁
止
区
域
（
上
図
）
に
放
置

さ
れ
た
自
転
車
等
を
保
管
場
所
（
左
図
）

に
撤
去
し
ま
す
。
撤
去
さ
れ
た
自
転
車

等
の
引
き
取
り
の
際
に
は
撤
去
料
を
徴

収
し
ま
す
。
な
お
、

引
き
取
り
の
な
い

自
転
車
等
は
、

2
カ
月
間
保
管
し
た
後

に
処
理
し
ま
す
。

▽
撤
去
料
11
自
転
車
2
千
円
、

付
自
転
車
3
千
円

原
動
機

●
南
平
駅

●
平
山
城
址
公
園
駅

▲再び自転車が置かれ撤去作業がくり返されることに

「交通）レールとマナーを守ろう ： 
自転車に乗ったらあなたも

ドライバー
・自転車は駐輪場や決められた場

所に置きましょう。

•一人ひとりが放置をしないよう

駐輪マナーを守りましょう。

・健康のために、駅まで近い方は

歩きましょう。

・自転車は、防犯登録が義務付け

られています。必す、防犯登録

をしましょう。

自転車事故が多発しています

・信号を守りましょう。

・歩道を適行するときは、歩行者

に十分注意して、徐行しましょ

う。

・停止線の直前で必す一時停止し

ましょう。

・左右の安全をよく確認してから

道路を横断しましょう。

・ニ人乗りはやめましょう。
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し年年
金
は
い
っ
か
ら

い
く
ら
受
け
ら
れ
る
か

・しぷとヽとヤ＇
とと：~ ~ ~ 町-. . 
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己如

Y
'

しふや

で
す
"7い

ぎ
忍
ぷ
"
t
'
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~
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？
ふ
、
ク
ン
し
，
望
'
:
ヤ
足

l

お
な
全
はい
;
；
応
，
＇

~i岳
こ
て
”
ヤ

ど
の
被
保
険
者
で
じ
よ
う

ギ

私たちに老後は必すやってきます。また、病気やけがで障害者になったり、不慮の事故で一家の担

い手を失うこともあります。こうした時にお互いに助け合う制度が年金制度です。一人ひとりが老

後に共通した年金を受けられるよう国が運営している重要な社会保障制度です。

今号では、国民年金の基本的な仕組みや手続きをお知らせします。 （保険年金課年金係）

ぎ

9

1

士
’.'＂ 

・
1
,
 

9
A
 

し
ま
す

奇，じしヤ

▲点字をたよりに歩く方のさまたげにも・・

―-[
―

-＿l-[＿＿＿l！
L-l-
―i
 

阻
HrHl-.io.l-
―-+-..―-]

―l
-
l
1
-＿―-l-[l-I-l--
――-l-.――-

]l]
-l]-i--l-l-
―_--li 

（表 1-)繰り上げ受給と繰り下げ受給それぞれの受給率一覧表

瓢》

受給開始年齢
昭和1舷!=4月2日以降に 昭和16年4月1日以前に
生まれた方の受給率 生まれた方の受給率

i 60歳0カ月～60歳11カ月 70~75.5% 58% 

61歳0カ月～61歳11カ月 76-81.5% 65% 

62歳0カ月～62緩11カ月 82~87.5% 72% 

63歳0カ月～63歳llカ月 88-935% 80% 

64歳0カ月～64歳ll力月 94-99.5% 89% 

65歳0カ月～65歳11カ月 100% 100% 

i 66歳0カ月～66歳11カ月 108.4-116.l % 112% 

67歳0カ月～67歳11カ月 116.8 -124.5 % 126% 

68歳0カ月～68歳11カ月 125.2 -132.9 % 143% 

69歳0カ月～69歳11カ月 1336~1413% 164% 

70歳0カ月～ 142% 188% 

（表 2)老齢基礎年金の加入可能年数

生年月日 加入可能年数 生 年 月 日 加入可能年数

昭和7年4月2日以降 31年 (372月） 昭和12年4月2日以降 36年 (432月）

昭和8年4月2日以降 32年 (384月） 昭和13年4月2日以降 37年 (444月）

昭和9年4月2日以降 33年 (396月） 昭和1牡t:4月2日以降 38年 (456月）

昭和10年4月2日以降 34年 (408月） 昭和15年4月2日以降 39年 (468月）

昭和ll年4月2日以降 35年 (420月） 昭和16年4月2日以降 40年 (480月）

（表 3)老齢基礎年金の計算式

保険料（保険料 1) （保険料 2
納付済月数＋ 全額免除月数 xす＋ 半額免除月数 x吋

804,200円x
加入可能年数Xl2

平
成
12
年
10
月
S
平
成

14
年
3
月
分

の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
分
の
集
合
徴

収
を
行
い
ま
す
。
未
納
分
が
あ
る
方
に

は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
分
割
し

て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
相
談
窓
口
も
開
設
し
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
1
1
1
1
月
22
日
画
・

25
日

⑲
；
・
市
役
所
5
階
501
会
議
室
、

26
日
図

…
七
生
公
会
堂

▽
時
問
11
午
前
10
時
＼
午
後
4
時

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先
11
保

険
年
金
課
年
金
係
／
八
王
子
社
会
保
険

事
務
所

(
6
0
4
2
6
.
2
6
.
3
5
1

1
)
 

゜
市役所代表電話 TEL.042-585-1111 

ご
寡
婦
年
金

〇

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ

る
夫
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し

た
と
き
、
結
婚
期
間
が
10
年
以
上
あ
る

妻
に

60
歳
ー

65
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
夫
の
老
齢
基
礎
年
金
額
の

4
分
の

3

竺
死
亡
一
時
金

保
険
料
を

3
年
以
上
納
め
た
方
が
何

の
年
金
も
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
遺

族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
11
保
険
料
納
付
年
数
に
よ
り

12
万
円

s32万
円
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＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

1
0
月
1
5
日
g
.
1
6
日
困
午
前
9
時

S
午
後
6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4

2
6
.
8
4
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
カ
ナ
ダ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
生
活
体
験
の
募
集
説
明
会

1
0
月
1
9
日
山
午
前
1
0
時
か
ら
／
ひ

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
11
月
1
0
日

S
1
2
月
の
毎
週
日
曜
日
出
発
。
現
地

6
泊
。
11
万
5
千
円
（
航
空
券
別
）

／
成
人
／
ビ
ク
ト
リ
ア
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
（
6
5
8
2
.
7
8
8
7
)

＊
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債

務
無
料
相
談
会
（
電
話
相
談
・
面
接

相
談
）1

0
月
2
7
日
⑲
午
前
1
0
時
S
午
後
4

時
／
相
談
電
話
番
号
5
2
7
.
1
9
1
9

※
面
接
は
都
立
多
摩
社
会
教
育
会
館

（
立
川
市
）
。
希
望
の
方
は
事
前
に

予
約
を
／
東
京
司
法
書
士
会
三
多
摩

支
会
（
相
田
6
5
8
9
.
0
5
6
1
)

＊
東
京
時
代
ま
つ
り
「
新
選
組
パ
レ

ー
ド
」
隊
士
募
集

11
月
3
日
閥
午
後
1
時
3
0
分
S

4

時
／
浅
草
浅
草
寺
周
辺
／
3
0
人
※
衣

装
持
参
の
方
優
先
。
有
料
で
衣
装
貸

し
出
し
ぁり
／
日
野
新
選
組
同
好
会
事

務
局
(
〖5
9
2
.
2
2
5
6
)

へ
申
込

＊
日
野
市
囲
碁
連
盟
「
囲
碁
大
会
」

11
月
1
0
日
⑲
午
前
9
時

S
午
後
5

時
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
ク
ラ
ス

別
個
人
戦
／
1
千
500
円
（
昼
食
代
ほか
）

/
11
月
2
日

g
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

みんな＼〇
-00^ -O@ 

トメモ艤！
原稿締め切り日

l l月15日号…… 10月28日（月）
12月 1日号…… ll月13日（水）

原稿は郵送かご持参で受け付け／政治・宗教・営利に関するも

のは掲戟不可／問い合わせは各文末の代表者へ。市は関与し

ていません／特に記戟のないものは原則無料／掲載後に苦情

があったものは、今後の掲戟を見合わせていただきます

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
段
級
位
、

勤
務
先
ま
た
は
所
属
ク
ラ
ブ
を
記
入

し
、
〒

1
9
1
|
0
0
4
3
平
山
3
の
29

の
1
7
林
則
文

(
6
5
9
2
.
4
1
2
6
)

＊
都
立
八
王
子
東
養
護
学
校
の
学
校

公
開11

月
1
3
日
困
午
前
9
時
S
正
午
／

同
校
／
小
・
中
・

高
等
部
の
授
業
や

施
設
・
設
備
の
見
学
げ
／
同
校
(
[

0
4
2
6
 .

.

 4
5
9
7
)
 

＊
少
年
相
談
・
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ

ー
ナ
ー
（
面
接
・
電
話
相
談
）

11
月
1
5
日
⑮
ー
1
7
日
⑩
午
前
1
0
時

S
午
後
5
時
／
高
島
屋
立
川
店
／
相

談
電
話
番
号0
3
.
3
5
8
O
•
4
9

7
0
／
警
視
庁
少
年
育
成
課
(
6
0
3
.

3
5
8
1
.
4
3
2
1
}
 

＊
不
動
産
街
頭
無
料
相
談
会

11
月
1
6
日

3
午
前
1
0
時
S
午
後
4

時
／
東
急
ス
ク
エ
ア
11
階
（
八
王
子

市）

／
不
動
産
に
関
す
る
法
律
、
税

務
、
建
築
、
取
引
など
／
的
全
日
本
不

動
産
協
会
多
摩
南
支
部
(
〖
0
4
2

6
 .

.

 2
5
2
1
 

＊
万
願
寺
保
育
園
保
育
士
募
集

週
6
日
で

1
日
6
時
間
程
度
の
勤

競
詳
細
は
面
談
で
／
保
育
士
の
資

格
が
あ
る
4
0
歳
ま
で
の
方
2
人
／
同

園

(
6
5
8
7
.
0
5
9
2
)

ゴ
＊
リ
ズ
ム
気
功
・
健
康
・
美
容

め
て
の
方
の
講
習
会

1
0
月
1
7
日
困
・
2
4
日
困
：
•
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
、
1
0
月
2
1
日
⑲

•
2
8

日
⑬
：
南
乎
体
育
館
／
午
後
1
時
3
0

分
i
3
時
3
0
分
／
500
円
／
南
雲

(
6

9
.
7
2
6
3
)
 

ー5
 

＊
日
野
・
市
民
自
治
研
究
所
連
続
講

座
「
地
方
自
治
の
基
礎
理
論
」

1
0
月
1
9
日
田
午
後
7
時
か
ら
／
実

践
女
子
短
大
／
地
方
自
治
は
小
さ
な

問
題
か
／
講
師
・
杉
原
泰
雄
氏
（

一

橋
大
学
名
誉
教
授
）

／
500
円
／
三
輪

(
6
5
8
9
.
2
1
0
6
)
 

＊
肝
臓
病
医
療
相
談
会
「
ど
う
な
る

医
療
費
助
成
制
度
」

10月
20
日
⑲
午
後
1
時
か
ら
／
中

央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
「
医
療
費
助
成
・

福
祉
手
当
」
に
つ
い
て
／
日
野
市
肝 初］

臓
病
友
の
会
（
赤
塚
6
5
8
5
.
1
7
2

3
)
 

＊
地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会

10月
18
日
盆
・
2
5
日
細
午
後
1
時

S

4
時
／
高
幡
図
書
館
／
菊
澤

(
6

5
9
1
.
3
3
7
8
)
 

＊
若
さ
を
引
き
出
す
色
選
び
と
美
眉

講
座1

0
月
2
1
日
⑲
・
2
4
日
困

•
2
8
日
⑲
、

1
1
月
7
日
困
・
1
1
日
⑲
・
1
4
日
困
の

い
ず
れ
か
1
日
午
後
1
時
S

3
時
／

積
水
ハ
ウ
ス
日
野
展
示
場
（
下
田
）

／
各
日
8
人
／
2
千
円
／
鮫
島

(
6

5
8
5
.
6
5
5
2
)

へ
申
込

＊
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門
講
習
会

1
0
月
2
5
日
S
1
2
月
1
3
日
の
毎
週
金

曜
日
午
後
6
時
3
0
分
S

8
時
／
ひ
の

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
1
千
円
／
日

野
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
（
田
辺
6581.

3
2
7
3
)
 

＊
学
習
会
・
相
談
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会

5
日
野
市
の
子
育
て
支
援
の
現

場
か
ら

10月
2
6
8
国
午
前
1
0
時
S
正
午
／

東
部
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
／

東
部
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
／
30人
／
500
円

／
子
ど
も
人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

（綾
部
6
5
9
2
.
1
8
5
7
)

へ
申
込

＊
日
進
会
折
り
紙
講
習
会

10月
26
日

g
午
後
2
時
S

4
時
／

勤
労
•
青
年
会
館／
初
心
者
・
高
齢

者
歓
迎
／
500
円
（
材
料
費
）

／
の
り
、

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
持
参
／
皆
川
（
6
5
8
1
.
6
4

1
7
)
 

＊
抹
茶
の
点
て
方
講
習
会

1
0
月
2
7
日
⑲
午
前
1
0
時
S
正
午
／

講
師
宅
（
南
平
）

／
5
人
／
3
千
円

／
小
林

(
6
5
9
3
.
6
5
1
2
)

へ
申

込＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
教
室

①
1
1
月
1

日
⑲
•
8

日
画
②
1
1
月

1
5
日
画
・
2
2
日
細
／
午
後
6
時
3
0
分

S

9
時
／
豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー

／
作
成
か
ら
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
／

各
回
先
着
20
人
／
1
千
円
／
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ひ
の
（
松
村
6

5
8
2
.
0
0
7
0
)

へ
申
込

＊
地
域
通
貨
（
エ
コ
マ
ネ
ー
）
の
勉

論
を
し
ま
せ
ん
か

11
月
2
日
国
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

／
幅
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
※
1
0
月
3
1
日

困
に
既
に
活
動
中
の
町
田
グ
ル
ー
プ

の
見
学
ぁ
り／
地
域
通
貨
勉
強
会
（
中

原

6
．
園
591
．
9
1
2
2
)

＊
都
市
公
団
総
合
研
究
所
技
術
セ
ン

タ
ー
特
別
公
開
セ
ミ
ナ
ー

1
0
月
2
4
日
困
・
2
5
日
細
午
前
1
0
時

S
午
後
4
時
／
同
セ
ン
タ
ー
（
八
王

子
市
）

／
手
作
り
燃
料
電
池
を
つ
く

ろ
う
、
自
然
素
材
で
エ
コ
リ
フ
ォ
ー

ム
、
住
ま
い
の
な
ん
で
も
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ガ
ー
デ
ン
・

バ
ル
コ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
講
習
会
※

一

部
有
料
ぁり。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

／
同
セ
ン
タ
ー
(
〖0
4
2
6
.
4
4

.
3
7
5
1
)
 

＊
全
国
地
域
安
全
運
動

の
つ
ど
い

1
0
月
1
6
日
困
午
後
2
時
か
ら
／
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
／
式
典
、
防
犯
教

室
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
／
日
野
警
察

署

(
f
f
5
8
6
.
0
1
1
0
)

＊
七
生
福
祉
園
・
園
祭
り

10月
20
日
伺
午
前
1
0
時
S
午
後
3

時
／
同
園
／
展
示
、
即
売
・
模
擬
店
、

バ
ザ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ロ
／
同

園

(
6
5
9
1
.
0
0
4
9
)

＊
中
央
大
学
白
門
祭

11月
1
日
画
S

4
日
（
振
休
）
／
中

央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
コ
ン
サ

ー
ト
、
講
演
会
、
展
示
、
模
擬
店
げ

／
同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

(
f
f
o

4
2
6
.
4
.
2
8
9
9
)
 

7
 

＊
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
立
川
技
能
祭

11
月
2
日

3
午
前
1
0
時
S
午
後
3

時
／
立
川
技
術
専
門
校
／
工
作
教

室
、
実
習
・
実
演
、
作
品
展
示
即
売
げ

／
同
校

(
f
f
5
2
2
.
6
1
5
1
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ア
エ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
キ
ン
グ
①
飯
盛

山
・
・
1
0
月
2
7
日
⑬
②
矢
倉
岳
…
1
1
月

3

日
閲
マ
中
国
雲
南
省
•
少
数
民
族

の
旅
：
11
月
20
日
困
S
2
8
日
困
▼
西

国
33
カ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
…
1
1
月

5
日
因
ー
7
日
困
▼
ワ
イ
ン
ア
ラ
カ

ル
ト
▼
は
じ
め
て
の
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ー

ラ
ス
マ
ぶ
ち
あ
わ
せ
和
太
鼓
マ
体
操

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
／
費
用
等
、
詳
細
は
問

日
野
市
民

＊

＿
人
で
悩
ま
な
い
で
と
も
に
考
え

よ
う
子
ど
も
の
心
親
の
心

1
0
月
2
2
日
図
午
前
9
時
i
正
午
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て
支

援
講
演
会
／
鳥
山
敏
子
氏

(
N
P
o

法
人
東
京
賢
治
の
学
校
）

／
10人
／

事
前
申
込
制
で
保
育
ぁり
／
500
円
／
佐

々
木

(
6
5
8
3
.
7
7
0
3
夜
間
）
へ

申
込

＊
日
野
市
明
る
い
社
会
を
作
る
会
教

育
講
演
会

1
0
月
2
7
日
⑬
午
前
1
0
時
S
正
午
／

勤
労
•
青
年
会
館／地
球
の
衷
側
ア

ル
ゼ

ン
チ
ン
の
女
性
か
ら
見
た
市
民

生
活
に
つ
い
て
／
先
着
100
人
／
手
塚

(
6
5
8
1
.
0
7
5
3
)

へ
申
込

＊
東
京
日
野
リ
ト
ル
リ
ー
グ
説
明
会

11
月
9
日
田
午
前
9
時
S
正
午
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
説
明
後
、

杉
野
学
園
百
草
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

を
見
学
／
来
年
度
の
小
1
S
小
6
/

吉
田

(
6
5
9
1
.
2
1
6
0
)

o
e
0
8
 

＊
花
衣
の
会
・
布
と
遊
ぶ
き
れ
画
展

1
0
月
2
2
日
g
S
2
7
日
⑲
午
前
1
0
時

＊
老
人
ホ
ー
ム
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
説
明
会

10月
26
日
国
午
後
1
時
S

2
時
／

マ
ザ
ア
ス
日
野
（
石
田
）

／
継
続
的

に
活
動
で
き
る
方
。
初
心
者
歓
迎
／

今
沢

(
6
5
8
2
.
1
6
6
1
)

＊
視
覚
障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座11

月
16日

5
午
後
1
時
5
4時
3
0

分
／
東
京
光
の
家
／
視
覚
障
害
者
と

の
接
し
方
、
介
添
え
歩
行
技
術
援

助
口
／
東
京
光
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
委
員
会

(
6
5
8
1
.
2
3
4
0
)

へ
申
込

い
合
わ
せ
を
／
同
セ
ン
タ
ー

(ft582

3
1
3
6
)
 

S
午
後
6
時
※
2
7
日
は
午
後
5
時
3
0

分
ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

／
乙
津
(
〖5
8
3
.
3
4
7
6
)

＊
み
ら
い
塾
講
師
作
品
展
示
「
小
物

体
験
」1

0
月
2
3
日
困
•
3
0
日
困

／
午
後
1

時
S

4
時
／
豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ

ー
／
籐
工
芸
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
カ

ッ
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
手
作
り
額
の
小

物
作
り
／
高
齢
者
の
方
歓
迎
／
1
千

円
／
表

(
6
5
8
3
.
1
9
8
7
)

＊
展
覧
会
・
丁
長
林
と
墨
蘭
会
豊
田

合
同
展
（
墨
絵
）

1
0
月
2
9
日
g
5
1
1
月
3
日
閥
午
前

10時
S
午
後
5
時
※
2
9
日
は
午
後
1

時
か
ら
、
3
日
は
午
後
4
時
ま
で
／

と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
山
口

(
6
0
4
2
6
.
6
4
.
6
0
2
2
)
 

＊
演
劇
を
み
る
会
あ
さ
か
わ
観
劇
会

S
文
学
座
公
演
「
缶
詰
」

10月
30
日
困
午
後
6
時
30
分
か
ら

／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
角
野
卓

造
、
た
か
お
鷹
出
演
／
会
員
制
サ
ー

ク
ル
／
演
劇
を
み
る
会
あ
さ
か
わ

(
6
5
8
6
.
6
7
5
6
)
 

＊
日
野
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

1
1
月
4
日
（
振
休
）
午
後
1
時
3
0

分
か
ら
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
キ

ャ
ッ
ツ
よ
り
メ
モ
リ
ー
ロ
／
増
井

(
6
5
8
1
.
1
8
1
3
)
 

＊
ゆ
り
の
木
水
彩
画
展

11
月
5
日
g
s
1
0
日
同
午
前
1
0
時

S
午
後
5
時
※
1
0
日
は
午
後
4
時
ま

で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
岸

本

(
6
5
8
1
.
3
3
6
4
)

＊
野
口
善
広
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

11月
9
日
田
午
後
7
時
S

8
時
30

分
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
2

千
円
／
岡
島

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

＊
日
野
第
二
保
育
園
バ
ザ
ー

10月
26
日
3
午
前
1
0
時
S
午
後
1

時
3
0
分
／
日
用
品
、
陶
器
、
ぬ
い
ぐ

る
み
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
ロ
／
同
園

(
6
5
8
1
.
3
7
8
8
)
 

＊
日
野
保
育
園
バ
ザ
ー

1
0
月
2
7
日
⑲
午
前
1
0
時
S
午
後
2

時
／
子
ど
も
服
な
ど
を
中
心
と
し
た

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
軽
食
、

お
花
販
売
／
同
園

(
6
5
8
4
.
4
0
3

2
)
 

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
擢
利
厚
生
委

員
会
「
ぶ
っ
と
び
市
」

11
月
2
日
g
S
4
日
（
振
休
）
午

前
1
0
時
S
午
後
5
時
／
同
大
学
／
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
／
同
大
生
協
店
舗

(
6
5
8
6
.
6
6
3
0
)
 

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

①
1
1
月
3
日
謁
午
前
1
0
時
S
午
後

3
時
に
日
野
中
央
公
園
②
11
月
1
0
日

⑲、

12
月
8
日
⑱
午
前
9
時
S
午
後

3
時
に
高
幡
不
動
尊
境
内
／
①
1
千

500
円
②
2
千
円
／
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)

＊
日
野
市
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

1
1
月
1
7
日
⑱
午
前
9
時
S
午
後
3

時
※
雨
天
中
止
／
立
正
佼
成
会
駐
車

場
／
先
着
3
5
区
画
※

1
区
画
5
認
X

2
.
5
認
／
1
千
円
／
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
増
田

(g587

•
8
3
1
3
)へ
申
込

＊
す
ず
か
け
の
家
バ
ザ
ー
中
止
の
お

知
ら
せ

11
月
3
日
閻
に
予
定
し
て
い
た
バ

ザ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
し
た
／
同
施
設

(
6
5
9
1
.
7
5
6

1
)
 

＊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
「
豊
友
ク
ラ
ブ
」

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
S

4

時
3
0
分
／
南
平
体
育
館
など
／
20
歳
S

4
0
歳
の
既
婚
女
性
。
経
験
者
／
月
1

千
円
／
山
口
（
6
5
9
1
.
2
8
9
4
)

＊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
シ
ー
ガ
ル
ス

21
」

月
3
8
4
回
月
曜
日
午
後
と
木
曜

日
午
前
／
南
平
体
育
館
な

ど
／
体
育
館

使
用
料
実
費
※
初
心
者
歓
迎
／
横
倉

(
6
5
9
2
.
4
8
7
7
)
 

＊
健
幸
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0
時
1
5
分

S
l
l

晦
4
5
分
／
豊
田
地
区
セ
ン
タ
ー
など
／

自
分
の
体
に
合
わ
せ
て
す
る
や
さ
し

ぃ
ョ
ー
ガ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
／
入
会
金

2
千
円
、
月
3
千
円
／
川
井

(6583

•
9
6
2
4

午
後
6

時
S
9

時
）

＊
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
2
水
曜
日
午
前
1
0
時
S
正

午
、
午
後
1
時
S

3
時
／
高
幡
福
祉

去
る
9
月
1
0
日
、

実
践
女
子
大
学

で
市
内
2
2
事
業
所
が
参
加
し
た
、
自

衛
消
防
訓
練
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
職
場
は
自
分
た
ち

で
守
ろ
う
と
、
初
期
消
火
等
日
ご
ろ

の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
、
昧
東
芝
日
野
エ

場
自
衛
消
防
隊
で
し
た
。

＊
卸
東
芝
日
野
工
場
が
自
衛
消
防
訓

練
審
査
会
で
第
1
位
に

セ
ン
タ
ー
なシ

入
会
金
500
円
、
月
500
e

円
／
岡
田
（
6
5
9
3
.
3
2
6
2
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
（
ス
ロ
ー
＆
ク
イ
ツ

ク）
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
／

ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
／
中
級
者

※
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
カ
ミ
ヤ
マ
・
神

山
裕
司
氏
の
指
導
ぁ
り
／
入
会
金
1
千

円
、
月
3
千
500
円
／
辻

(
f
f
5
8
2
.
2

3
7
5
)
 

＊
き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム
「
布
遊
会
」

毎
週
木
曜
・
金
曜
日
午
前
9
時
30

分
S
正
午
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー

な
ど／
月
5

千
円
／
小
坂
(
〖5
8
3
.

8
5
1
9
)
 

＊
テ
デ
ィ
ベ
ア
づ
く
り
「
テ
デ
ィ
」

月
2
回
土
曜
日
午
後
2
時
S
4
時

／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

g
／
月
2
千

円
／
後
藤
(〖
5
8
3
.
1
2
8
2
)

＊
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
同

好
会毎

週
火
曜
日
午
前
1
0
時
S
1
1
時
／

西
平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
など
／
初
心
者

/
2
千
500
円
(
6
回
チ
ケ

ッ
ト
制
）
／

運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
持
参

／
高
橋
(
6
5
8
3
.
8
1
7
0
)
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■日
野
農
産
物
直
売
所
開
店
1
周
年

記
念
セ
ー
ル

10
月
19
日
田
午
前
10
時
S
売
り
切

れ
／
日
野
農
産
物
直
売
所
（
日
野
税

務
署
西
側
150
認）

／
地
元
農
産
物
の

即
売
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
※
記
念
品

進
呈
／
日
野
農
産
物
直
売
所
(6583.

2
1
1
5
)
、
市
産
業
振
興
課

■地
元
産
野
菜
の
即
売
会

て
日
野
地
区
即
売
会

①
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午

後
1
時
S
4
時
に
多
摩
平
第
7
公
園

（
多
摩
平
交
番
西
側
）
、
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
前
庭
、
多
摩
平
団
地
中
央

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

3
カ
所
で
②
10
月
26

日
田
午
後
1
時
S
4
時
に
多
摩
乎
第

7
公
園
で
（
土
曜
市
）

マ
七
生
地
区
直
売
所

(
J
A
東
京
み

な
み
七
生
支
店
）

①
毎
週
月
曜
S
土
曜
日
午
前
8
時

40
分
i
午
後
4
時
②
毎
週
土
曜
日
午

前
8
時
30
分

S
正
午

以
上
、
い
ず
れ
の
会
場
も
売
り
切

れ
次
第
終
了
／
同
日
野
支
店
(6583.

5
6
7
0
)
、
同
七
生
支
店

(6591.

2
0
1
2
)
、
市
産
業
振
興
課

■東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
業

10
月
22
日
g
.
2
3
日
困
は
水
の
入

れ
替
え
及
び
清
掃
作
業
の
た
め
、
臨

時
休
業
し
ま
す
。
な
お
、
貸
室
は
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
月
曜
日

（
休
日
と
重
な
る
場
合
は
そ
の
翌

日
）
は
休
館
日
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
同
プ
ー
ル

(6583.

5
2
6
6
)
 

■緑
と
清
流
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者
発

表
日
野
市
環
境
月
間
の

一
環
と
し

て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
緑
と

清
流
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。
今
年
は
応
募
総
数
1
千
1
1
9
点
の

中
か
ら
次
の
方
々
（
敬
称
略
）
が
入

賞
し
ま
し
た
。

作
品
は

10
月
25
日
絢
ま
で
市
役
所

1
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
最
優
秀
賞
11
小
学
生
の
部
…
鴻
野

弘
明
（
七
小
）
、
中
学
生
の
部
…
西
村

山
河
（
二
中
）

マ
人
選1
1
小
学
生
の
部
・
:
•
井
上
裕
香 ■高

幡
不
動
尊
「
菊
ま
つ
り
」

（
一
小
）
、
立
野
裕
人
・
篠
崎
万
澄
・

山
本
拓
海
（
四
小
）
、
藤
井
尚
也
（
八

小
）
、
鈴
木
七
瀬
（
平
山
小
）
、
高
橋

明
寛
（
百
草
台
小
）
、
西
海
真
里
（
平

山
台
小
）
、
村
田
光
司
（
東
光
寺
小
）
、

山
田
睦
実

・
佐
伯
優
・
横
山
純
子

（
南
平
小
）
、
三
枝
友
樹
（
三
沢
台

小
）
、
三
輪
拓
也
（
旭
が
丘
小
）

／
中

学
生
の
部
・
・初
貝
ま
ど
か
・
近
野
友

里
・
根
津
美
幸
・
岩
渕
夏
奈
恵
・
中

村
茉
実
・
鈴
木
三
彩
季
・
栗
岩
祐
美

・
門
馬
未
有
紀
・
神
野
妃
史
・
西
川

梓
細
江
加
恵
・
立
川
優
（
平
山
中
）
、

外
崎
舞
（
二
中
）
、
島
田
玲
子
（
七
生

中

）

（

緑

と

清

流

課

）

■東
京
都
公
民
館
研
究
大
会
「
地
域

の
課
題
に
こ
た
え
る
公
民
館

5
ゆ
た

か
な
未
来
を
つ
く
ろ
う
」

12
月
8
日
回
午
前
10
時
ー
午
後
4

時

30
分
／
福
生
市
民
会
館
・
公
民

館ほ
か
／
課
題
別
集
会
（
子
育
ち
子
育

て
、
学
級
講
座
づ
く
り
げ
）
ぁ
り
／
1

千
500
円
／
10
月
31
日
困
ま
で
に
中
央

公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

10
月
26
日
山
S
1
1
月
17
日
⑲
午
前

9
時
S
午
後
4
時
／
高
幡
不
動
尊
境

内
／
日
野
市
観
光
協
会
（
市
役
所
内
）

■市
立
つ
ば
さ
学
園
大
空
祭
5
わ
！

輪
！
和
！

10
月
20
日
同
午
前
10
時
S
午
後
3

時
10
分
／
同
学
園
（
旭
が
丘
2
の
42)

／
展
示
・
即
売
（
木
工
品
・
陶
器
・

籐
工
芸
品
己
、
体
験
教
室
（
粘
土
工

芸
・
革
工
芸
）
、
お
茶
席
、
模
擬
店
ほ
か

／
同
学
園
行
（
平
山
城
址
公
園
駅
経

由
）
循
環
バ
ス
げ
（
豊
田
駅
北
口
八
王

子
信
用
金
庫
前
を
午
前
10
時
10
分
S

午
後
2
時
10
分
の
1
時
間
お
き
に
出

発）

／
同
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

(
6
5
8
2
.
3
4
0
0
)
 

■市
民
会
館
の
催
し

了
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「
田
代
美
恵
子

＆
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ク
・
マ
リ
ー
」

11
月
13
日
困
午
後
7
時
か
ら
／
小

ホ
ー
ル
※
全
席
自
由
／
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
5
番ほ
か
／

3
千
500
円、

65
歳
以
上
・
中
学
生
以

下
2
千
500
円
※
当
日
券
500
円
増
／
タ

ン
ネ
・
ア
ン
デ
ィ
ム
ジ
ク
音
楽
事
務

所
主
催

烹
初
笑
い
新
春
寄
席

平
成
15
年
1
月
19
日
⑩
午
後
2
時

か
ら
／
大
ホ
ー
ル
※
全
席
指
定
／
橘

家

oo蔵
、
玉
川
カ
ル
テ
ッ
ト
、
お
ぽ

ん
•
こ
ぼ
んげ
出
演
／
2

千
円
、6
5

歳
以
上
1
千
500
円

以
上
、
問
い
合
わ
せ
は
市
民
会
館

(B
5
8
5
.
2
0
1
1
毎
週
月
曜
日
、

第
2
火
曜
日
は
休
館
）
へ

■消
費
生
活
講
座
「
い
ま
食
が
危
な

い
5
安
全
な
食
品
を
選
ぶ
た
め
に
」

10
月
26日

g
午
後
1
時
30
分
S

3

時
30
分
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／

講
師
・
早
坂
由
美
子
氏
（
日
本
子
孫

基
金
副
編
集
長
）

／
70
人
／
日
野
市

消
費
者
運
動
連
絡
会
（
生
活
課
内
6

5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ
申
込

■ひ
の
市
民
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

▼
体
験
学
習
学
部

①
や
さ
し
い
写
真
の
楽
し
み
方

11
月
6
日
困
・

13
日
困
・

20
日
困
、

12
月
4
日
困
午
後
2
時
S
4
時
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
※
11
月
20
日
は

屋
外
撮
影
／
講
師
・
山
下
勲
氏
（
日

本
写
真
家
協
会
会
員
）

／
30
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
持
参

②
庭
木
の
手
入
れ
（
剪
定
）

11
月
12
日
因
・

19
日
g
.
2
6
日
g
、

12
月
3
日
因
午
前
10
時
S
正
午
／
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・
渋
市

貞
雄
氏
／
20
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

以
上
、
①
②
と
も
、

10
月
25
日
錨

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
「
写
真
」

係
ま
た
は
「
庭
木
」
係
へ

ご
専
門
敦
養
学
部
「
印
象
派
絵
画
の

魅
力
（
印
象
派
の
画
家
た
ち
）
」

1
1月
1
6日
5
.
2
3
日
閥
•
3
0
日

g
、

12
月
7
日
国
・

14
日
山
午
後
2
時
S

4
時
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
講

師
・
斉
藤
陽
一
氏
（
元
N
H
K
制
作

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

／
50
人
※
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
／
10
月
31
日
困

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
「
絵
画
」

係
へ

※
そ
の
他
、
企
画
中
の
講
座
ぁり

■国
際
理
解
講
座
「
コ
ー
ヒ
ー
と
サ

ル
サ
の
国
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
」

10
月
27
日
向
午
前
10
時
ー
正
午
／

中
央
公
民
館
／
講
師
・
藤
瀬
泰
一
氏
、

藤
瀬
フ
ァ
ビ
オ
ラ
氏
／
50
人
／
200
円

（
お
茶
代
）

／
日
野
国
際
友
好
ク
ラ

プ
協
力
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7

5
8
0
)
 

■ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
た
め
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

11
月
1
日
函

：
住
宅
改
修
に
必
要

な
第
3
の
技
術
に
つ
い
て
＼
生
活
の

視
点
と
地
域
連
携
の
あ
り
方
（
川
崎

初
美
氏
・
日
野
田
中
病
院
理
学
療
法

士）

／
11
月
15
日
細
・

22
日
画
、

12

月
13
日
画
・
・
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

力
量
と
は

S
隠
れ
た
主
訴
を
洞
察
す

る
（
是
枝
祥
子
氏
・
大
妻
女
子
大
学

教
授
）

／
い
ず
れ
も
午
後
7
時
S
9

時
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
先
着
30

人
／
3
千
円
※
会
員
は
2
千
円
／
日

野
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
6
5
8
2
.
2

3
1
9
)

へ
申
込

■パ
ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ

コ
ン
…
11
月
2

日

g
.
3日
閥
②
W
O
R
D
基
礎
…

11
月
9
日
3
.
1
0
日
⑲
③
W
O
R
D

応
用
：
・
11
月
16
日
3
.
1
7
日
⑲
④
E

X
C
E
L
基
礎
…
1
1
月
16
日
3
.
1
7

日
⑲
⑤
E
X
C
E
L
応
用
…
11
月
30

日
出
、

12
月
1
日
⑲
⑥
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
E
メ
ー
ル
・
・
・
11
月
2
日
5
.

3
日
閻
⑦
年
賀
状
：
・
11
月
23
日
躙
・

24
日
回
／
②
③
⑥
は
午
前
9
時
S
正

午
、
①
④
⑤
⑦
は
午
後
1
時
S
4
時

／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
各
7

千
円
／
10
月
30
日
困
（
必
着
）
ま
で

に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
講
習
番
号
を
記
入
し
、

〒
1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4

の
7
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

l
p
c

教
室
係

(
6
5
8
9
.
1
2
4
8
)

へ

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
11
月
利
用

分
抽
選
会

10
月
18
日
錨
／
①
体
育
館
…
午
後

2

時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
：
•
3

時
③
校

庭
…
4

時
④
ナ
イ
タ
ー
：
•
6

時
※
ナ

イ
タ
ー
は
11
月
末
日
で
終
了
／
市
役

所
5
階
505
会
議
室
／
学
校
体
育
施
設

開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
の
方

対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

■お
は
よ
う
水
泳
教
室

11
月
1
日
画
・

8
日
⑲
・

15
日
函

.22
日
画
／
①
初
心
者
コ
ー
ス
（
泳

げ
な
く
て
も
可
）

．．． 
午
前
10
時
15
分

S
1
1
時
・

20
人
②
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳

ぎ
コ
ー
ス
…
午
前
11
時
15
分
S
正
午

•
2
0人※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

／
東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
／
全
日
程

参
加
で
き
る
成
人
／
1
千
200
円
／
10

月
25
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
希
望
コ
ー

ス
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
1
0
0

2
4
万
願
寺
土
地
区
画
整
理
地
内
1
3
9

東
部
会
館
温
水
プ
ー
ル
お
は
よ
う
水

泳
教
室
係
(
〖5
8
3
.
5
2
6
6
)

へ

■水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
敦
室

10
月
31
日
困
、

11
月
7
日
困
・

14

日
因
／
①
の
ん
び
り
コ
ー
ス
…
午
後

1
時
S

1
時
45
分
・

15
人
②
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
コ
ー
ス
…
午
後
2
時
S
2
時

45
分
・

15
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
／
全
日
程
参
加
で
き
る
成
人
／

900
円
／
10
月
23
日
困
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
希

望
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒

191|

0
0
1
1
日
野
本
町
1
の
6
の
2
日

野
市
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水
プ

ー
ル
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
係
(6582.

0
0
0
2
※
月
曜
日
を
除
く
）
へ

■タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
初
心

者
講
習
会

ピ①
11
月
7
日
困
②
11
月
10
日
⑲
※

雨
天
の
場
合
①
は
14
日
困
、
②
は
17

日
⑲
／
午
後
1
時
30
分
S
4
時
／
①

浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
②
多
摩
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
／
各
回
30
人
／
1
0
0
円
（
保
険
料
）

/
10
月
28
日
同
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
希
望
受
講
日
を
記
入
し、

〒
1
9
1
|
8
6
8
6
日
野
市
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ヘ

■ア
ク
ア
ビ
ク
ス
敦
室

11
月
19
日
g
.
2
6
日
釣
、

12
月
3

日
g
.
1
0
日
因
・

17
日
因
午
前
10
時

30
分
S
1
1
時
45
分
／
コ
ニ
カ
健
保
プ

ラ
ザ
温
水
プ
ー
ル
／
市
内
在
住
•
在

勤
・
在
学
者
／
40
人
／
侮
回
500
円
／

10
月
25
日
絢
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
1
9
1
|
8
6

8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
ヘ

■市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

マ
少
林
寺
拳
法
演
武

11
月
4
日

（振
休
）
午
後
1
時
か

第
36
旧
B
野
巾
産
業
ま
つ
り

1
0
日
に
開
催

11
月

9
日・

ら
／
南
平
体
育
館
／
小
学
生
（
低
学

年
・
高
学
年
）
・
中
学
生
・
高
校
生
・

大
学
生
・
一
般
・
親
子
の
部
の
組
演

武
、
小
学
生
（
低
学
年
・
高
学
年
）
．

中
学
生
の
単
独
演
武
の
部
／
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
※
日
本
少
林
寺

拳
法
連
盟
登
録
者
に
限
る
／
1
人
1

千
円
、
小
学
生
500
円
／
申
込
書
（
市

役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
南
平

体
育
館
に
あ
り
）
に
参
加
費
を
添
え

て、

10
月
21
日
⑲
i
3
1
日
困
（
土
曜

・
日
曜
日
を
除
く
）
に
日
野
市
体
育

協
会
事
務
局
（
南
平
体
育
館
内
6593.

4
7
4
0
)

へ
※
電
話
申
込
不
可

マ
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
競
技

11
月
17
日
⑲
午
前
9
時
か
ら
／
南

平
体
育
館
／

一
般
男
女
1
S
3
部
、

中
学
生
男
女
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
／
1
ペ
ア
1
千
円
、
中
学
生

500
円
※
競
技
当
日
徴
収
／
10
月
29
日

g
（
必
着
）
ま
で
に
申
込
書
（
市
役

所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
南
平
体

育
館
に
あ
り
）
を
日
野
市
体
育
協
会

事
務
局
（
南
平
体
育
館
内
）
へ

／
日

野
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
（
大
西
6

•8369) 3
 

8
 

5
 

.
18
年
ぶ
り
の
新
記
録
逢
成

5
小
学

校
水
泳
記
録
会
結
果
報
告

市
立
小
学
校
の
水
泳
記
録
会
が
9

月
5
日
（
浅
川
南
地
区
）
に
市
民
プ
ー

ル
で
開
倣
さ
れ
ま
し
た
（
浅
川
北
地

区
は
天
候
不
順
の
た
め
中
止
）
。
参

加
し
た
652
人
の
児
童
は
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。主
な
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

2
0
0
認
l
J
レ
ー
・
：
女
子
1

位
•
平
山

小

(
2
分
30
秒
99)
、
男
子
1
位
・
潤

徳
小

(
2
分
26秒
20)
／
新
記
録
…

5
0認
自
由
形
男
子
・
三
沢
台
小
•
佐

久
間

一
暉

(28
秒
51)

（
指
導
室
）

■二
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ひ
と

声
広
場
S
三
世
代
の
つ
ど
い
」

10
月
26
日
3
午
前
9
時
ー
午
後
3

一

時
※
雨
天
実
施
／
―-
中
／
吹
奏
楽
、

け
ん
玉
、
一
輪
車
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

手
づ
く
り
広
場
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ

ト
、
模
擬
店
げ
／
永
原

(
6
5
8
3
.
1

4
9
4
)

へ
申
込

■大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
」

10
月
26
日
田
午
前
8
時
30
分
に
大

坂
上
中
に
集
合
※
雨
天
の
場
合
は
27

日
⑲
／
ふ
る
さ
と
博
物
館
↓
市
民
の

森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
↓
多
摩
川
土
手
↓

東
光
寺
上
（
い
も
掘
り
）
↓
大
坂
上

中
／
軽
食
・
保
険
代
1
0
0
円
、
い
も
掘

り
代
200
円

(
2
株）

／
奥
住

(6
583

•
1
9
4

4
)
へ
申
込

■四
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
」

11
月
2
日

3
午
前
8
時
20
分
に
滝

合
小
に
集
合
／
100円
／
筆
記
用
具
、

ち
り
紙
、
ハ
ン
カ
チ
持
参
※
運
動
し

や
す
い
服
装
で
／
10
月
25
日
細
ま
で

に
増
田

(
6
5
8
5
.
1
5
8
5
)
へ

■七
生
中
地
区
青
少
年
育
成
会
「
ス

ポ
ー
ツ
ま
つ
り
．
m
な
な
お
」

11
月
2
日
3
午
前
9
時
S
午
後
1

時
30
分
／
七
生
中
／
キ
ッ
ク
ベ

ー

ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
け
ん
玉

指
導
、
演
奏
会
（
南
平
高
校
、
七
生

中
、
南
平
小
）
、
豚
丼
、
綿
あ
め
ほ
か
／

当
日
午
前

9
時
45
分
ま
で
に
若
松

(
6
5
9
1
.
2
0
5
6
)

へ
申
込

■み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
！

10
月
16
日
困
午
前
10
時
S
1
1
時
／

み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
／
乳
幼
児
の

親
子
／
同
園

(
6
5
9
1
.
2
4
6
8
)

■保
育
園
で
の
生
活
を
一
緒
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

11
月
5
日
因
S
8
日
錨
午
前
9
時

30
分
S
1
1
時
30
分
／
と
よ
だ
保
育
園

／
平
成
11
年
4
月
2
日
S
平
成
13
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
と

保
護
者
／
各
ク
ラ
ス

1
日
1
組
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
10
月
15
日

g
.
1
6
日
因
の
午
前
9
時
30
分
S
正

午
に
同
園

(
6
5
8
1
.
3
4
5
1
)

へ

゜
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の人口 ※ 

くらしのヒントや楽しい提案がいっばい！

水や大気を汚さな

い生活、リサイクル

を進める生活、安心できる食生活な

どを目指して活動中の市内消費者団

体やグループが集まり、「地球をき

れいに、未来へ向かって」をキャッチ

フレーズに消費生活のあり方などに

ついて発表します。楽しい催しやく

らしに役立つ工夫も盛りだくさん。

お誘い合わせてお出掛けください。

▽日時＝10月19日(±)・ 20日（日）午前10

時～午後 4時※20日は午後3時まで

▽会場＝生活・保健センター

▽内容＝リフオームファッションシ

ョー (19日午後 1時30分から）、講演

会「エコ・ニコ日記 inフライブル

グ」(20日午後 1時～ 2時30分）／リ

フオーム買物バッグコンテスト、健

康管理用計量器無料検査（体温計・

ヘルスメーター料理用はかり匹）、

展示（食生活・農業、環境問題、ペ

ットとくらし％）、販売（自然食・

軽食、リサイクル品、石けん製品、地

場野菜％）、体験コーナー（ケナフを

使った紙すき、ビーズアクセサリー

作り、ミニリフオーム教室、石けん

作り％）

▽問合せ先＝同フェスタ実行委員会

（生活課合587・ 4772) 

け
ん
が

い

古
典
菊
・
大
菊
・
懸
崖
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
菊
の
展
ホ
や
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
会
場
は
さ
わ
や
か
な
菊
の
香
り

が
漂
い
ま
す
。

▼
古
典
菊
の
展
示

古
典
菊
と
し
て
有
名
な
肥
後
菊
・
嵯

峨
菊
な
ど
を
展
ホ
し
ま
す
。

▽
日
程
IIlO
月
28
日
同

S
l
月
22
日
⑮

▽
会
場
11
市
役
所
ー
階
市
民
ホ
ー
ル

期間中は市役所の市民ホールや市民プラザ、緑

化協会を会場に、菊花展・コンテスト、講習会など

の催しが行われます。皆さんお誘い合わせて、お出

掛けください。

（僧）日野市環境緑化協会）

▼
菊
友
会
菊
花
展

福
助
・
だ
る
ま
・
盆
養
・
切
り
花
の

展
示
で
す
。

▽
日
程
IIlO
月
28
日
同
5
1
1
月
6
日
困

▽
会
場
11
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

▼
菊
花
コ
ン
テ
ス
ト

今
年
8
月
、
市
民
に
配
布
し
、
皆
さ

ん
が
育
て
た
ポ
ッ
ト
マ
ム
・
ス
プ
レ
ー

菊
、
大
菊
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
日
程
IIlO
月
30
日
⑳
5
1
1
月
6
日
因

▽
会
場
11
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ

一

▽菊が▽後▽ ＾老▽
表 ‘ 配 対 3搬市人出
彰大布象時入内ク展
式菊し菊に II 在ラ部
II た II 市 10住ブ門
11 ポ閲役月のの II
月 ツ 日 所 28個部小
6 卜野前日人＾学
日 マ市市侶）..__..,団校
困 ム環民午 包の
午 ・境プ前 、部

後 ス緑ラ 9 ―̂ 
2 プ化 ザ 時 般団
時 レ協へ 5 の体

．．．．鬱攣攣攣iぶ・睾響檸向芦一這闘璽置讐璽鬱疇瓢疇璽鵬璽讐甕攣欝” }̀ か 1 会 午 部-

ら
市
役
所
前
市
民
プ
ラ
ザ
で

▽
申
込
み
11
小
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
は

10
月
17
日
困
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

で
、
一
般
は

70
月
24
日
困
ま
で
に
閲
日

野
市
環
境
緑
化
協
会
(
『

5
8
5
.
4
7
4

0
)

へ

※
詳
細
は
、
開
催
要
領
（
市
役
所
ー
階

市
民
相
談
窓
口
、
七
生
支
所
、
閲
日
野

市
環
境
緑
化
協
会
で
配
布
）
を
参
照

「
日
野
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
野

の
自
然
が
見
せ
る
四
季
折
々
の
姿
や
、

緑
・
花
の
あ
る
生
活
風
景
な
ど
を
写
し

た
作
品
と
、
「
わ
が
家
の
緑
」
を
テ
—
マ

に
、
わ
が
家
の
植
物
・
花
壇
•
生
け
垣

な
ど
を
写
し
た
作
品
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
こ
の
写
真
展
は
、
作
品
の
優
劣
を

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
程
1112
月
10
日
図

8
2
0日
⑮

▽
会
場
11
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
出
品
作
品
を
募
集

①
テ
ー
マ
「
日
野
の
四
季
」

▽
サ
イ
ズ
11
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切

り
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
も
可
）

▽
規
定
11
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
1

人
3
点
ま
で
（
単
写
真
）
。
作
品
の
裏
面

に
題
名
、
撮
影
年
月
日
・
場
所
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

②
テ
ー
マ
「
わ
が
家
の
緑
」

▽
サ
イ
ズ
11
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
六
ツ
切

り
ま
で

▽
説
明
書
き
11
応
募
写
真
に
お
便
り
か

説
明
を
書
い
て
く
だ
さ
い

以
上
、
い
す
れ
も
▽
応
募
方
法

1111

月
26
日
図
ま
で
に
‘
-
T
1
9
1
1
0
0
1
6

神
明
2
の
13
の
1
閲
日
野
市
環
境
緑
化

協
会

(
E
5
8
5
.
4
7
4
0
)
へ
郵
送
か

持
参

▽
日
時
1112
月
11
日
⑳
午
前
10
時
＼
正

午
、
午
後
2
時

5
4時

▽
会
場
11
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

▽
定
員
11
各
30
人

▽
費
用

1
1
2
千
800
円

▽
申
込
み

IIll
月
21
日
内
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
午
前
・
午

後
の
希
望
を
記
入
し
‘
-
T
l
g
l
|
0
o
l

6
神
明
2
の
13
の
1
⑰
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
（
で

5
8
5
.
4
7
4
0
)

へ

江
戸
時
代
後
期
の
化
政
文
化
の
時
代

に
は
、
各
地
の
寺
社
の
参
詣
や
山
水
の

名
所
・
旧
跡
を
訪
れ
る
文
人
た
ち
が
現

わ
れ
、
行
楽
の
紀
行
文
を
多
く
残
し
て

い
る
。
竹
村
立
義
も
そ
の
中
の
一
人
で

あ
る
。
立
義
は
江
戸
の
新
橋
（
港
区
）

の
北
街
に
住
ん
で
い
た
裁
縫
師
の
家
に

生
ま
れ
た
と
い
う
。
生
活
は
さ
し
て
豊

か
で
は
な
か
っ
た
が
、
暇
を
見
つ
け
て

は
旅
装
を
整
え
、
よ
く
旅
に
出
か
け
て

い
る
。
独
笑
庵
と
称
し
、
別
に
俳
名
を

長
喬
と
い
い
、
湖
橋
と
も
号
し
た
こ

と
か
ら
交
友
も
多
く
、
広
い
教
養
を
身

に
つ
け
て
い
た
文
人
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

旅
に
は
地
図
や
地
誌
の
書
物
を
持
参

し
、
行
き
先
で
こ
れ
を
ひ
も
と
き
実
地

調
査
を
行
い
、
帰
宅
し
て
か
ら
は
、
更

に
文
献
に
よ
っ
て
調
べ
、
補
筆
、
浄
書

し
た
。
従
っ
て
、

一
般
の
紀
行
文
と
は

違
い
、
地
域
の
状
況
を
知
る
に
は
貴
重

〈
ふ
る
さ
と
人
物
誌
2
1〉

『百
草
松
連
寺
の
記
」
の
作
者

竹

村

立

義

な
記
録
で
あ
り
、
参
考
資
料
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
文
化
15
年

(
1
8
1
8
)

の
「
川
越
松
山
之
記
]

を
は
じ
め
、
主
と
し
て
文
化
・
文
政
期

(
1
8
0
4
S
1
8
2
9
)
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
多
摩
地
域
の

「多
摩
郡

村
々
明
細
書
l

「御
岳
山
・
一
石
山
紀
行
j

の
ほ
か
、
そ
の
範
囲
は
杉
田
（
横
浜
市
）

・
秩
父
・
鹿
島

・
日
光
に
も
及
ん
で
お

り
、
広
い
視
野
か
ら
地
域
を
見
つ
め
よ

う
と
し
て
い
る
。

文
政
10
年

(
1
8
2
7
)
5
月
、
彼

は
入
江
禅
清
や
八
王
子
の
俳
友
社
月
と

連
れ
立
っ
て
、
百
草
村
の
松
連
寺
へ
旅

を
し
て
い
る
。
そ
の
折
に
見
聞
し
た
こ

と
を
「
松
連
寺
」
や
「
清
涼
台
」
な
ど

の
彩
色
の
絵
や
図
と
と
も
に
詳
し
く
記

し
た
の
が

「百
草
松
連
寺
の
記
j

で
あ

る
。
別
に
こ
れ
に
類
す
る
も
の
に

「百

草
紀
行
j

と
い
う
の
が
あ
る
。
ま
た
、

同
年
8
月
に
は
、
江
戸
か
ら
日
野
を
通

り
八
王
子
・
高
尾
山
・
石
老
山
（
神
奈

川
県
）
へ
旅
を
し
て
、
甲
州
道
中
沿
い

の
社
寺
や
地
名
の
由
来
を
考
証
し
た

I

高
尾
山・

石
老
山
之
記
j

を
著
し
て

い
る
。
こ
の
紀
行
文
の
序
文
は
大
田
南

亭
•畝

（
蜀
山
人
…
著
名

な
文
人
・
狂
歌
師
）

ま

の
門
人
の
狂
歌
堂
真

顔
で
あ
る
。
彩
色
の

絵
が
多
く
、
そ
の
な

か
に
「
日
野
川
之
図
」

が
あ
り
、
日
野
の
渡

船
場
が
よ
く
描
か
れ

て
い
る
。
立
義
の
活

躍
の
詳
細
は
不
明
な

点
も
あ
る
が
、
天
保

年
間

(
1
8
3
0
S

1
8
4
3
)

に
没
し

た
と
い
わ
れ
て
い

る
。（

ふ
る
さ
と
博
物
館

協
議
会
委
員
・
村
上

直）

▲「百草松連寺の記」の中の挿絵

麟
の
監
史
と
民
俗
豆


